
アルゼンチン,

ソトの茎青石石材

一29目

に富み,CaOが極端に少ない異常た原岩を想定したけれ

ばたらたい.

COrdi11o(1974)は当時花庸号化論者だったらしく,変

成岩に花嵩岩からA1,Mg,Fe,Mnが付加し,Si,Ca,

Naが逸脱する,いわゆるbasicfrontの形成によって,

この窒青石岩が形成されたものと考えた.

しかし董青石岩には変成岩構造はみられず,粗粒た塊

状組織を持ち(写真1),一種のペグマタイトの様た火成

起源であることも充分考えられる.董青石岩下盤の花嵩

岩は董青石をかなり含んでいるSタイプであり,この様

た特殊たSタイプマグマの分化最末期に生じたメルトか

ら蔓青石は固結したものではたかろうかと,筆者らは考

えている.

終りに文献を手配された丸紅株式会社勢古口煩課長に

厚くお礼申し上げる.
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花観岩のふるさと

翻形

花嶺岩は別名みかげ石と呼ばれるカミ,その名は現在の

神戸市灘区の御影町に由来する.しかしここには音も今

も欠きた石切場はたい.御影の地名がつく阪急御影駅か

ら阪神御影駅付近は平地であり,石は出そうもたい.み

かげ石は実は住吉川の上流,住吉台から荒神山(315m)

付近で採掘されたようである(図参照).現在でも㈱石久

では玉石からピンク花闇岩(本誌441号口絵1)が加工さ

れている.

神戸市の灘区付近は六甲花嵩岩と呼ほれる黒雲母花騎

岩から構成される.これは浅成のチタン鉄鉱系花嵩岩で

一般にカリ長石が桃黄色に帯色する.この花嵩岩は数本

以上の東北東系断層群からたる六甲街上断層により,ず

たずたに切られている.この断層は新幹線六甲トンネル

掘進を困難なものにしたが,同時に,古くから山地崩落

の原因であったらしく,住吉川は阪急神戸線では下をく

ぐるが,JR山陽線ではレｰルの上を横切る(図の矢印

参照).

この断層破砕と地殻隆起のために住吉川上流域の花嵩

岩は,ころびとたってその直下の御影と住吉地区匡流出

を繰返していたものと思われる.玉石は加工技術を持た

たい古代では,家,庭,さらには域の構築に不可欠であ

って,当地のものは早くから利用されていたのであろ

う.それが花庸岩の代表的地名として明治時代に登録さ

れた原因ではあるまいか一住吉川から流出Lながら,何

故に御影石が,については,その積出が御影で行われた

との解釈もある(渡辺,1987,石屋史の旅,392p.)が,地形

的にみて住吉川の流出砂石は御影一帯に散乱したものと

思われる(石原舜三).
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